
名古屋ボストン美術館 館長

馬場 駿吉

「見逃していませんか？ 日本の美の至宝」

―海を渡ったまぼろしの国宝を楽しもう！！―

ボストン美術館 日本美術の至宝展 後期の見どころ



ボストン美術館

日本美術の至宝展

会期：

東京国立博物館 2012年3月20日(火)～6月10日(日)

名古屋ﾎﾞｽﾄﾝ美術館 前期：2012年6月23日(土)～9月17日(日)

後期：2012年9月29日(土)～12月9日(日)

九州国立博物館 2013年1月1日(火)～3月17日(日)

大阪市立美術館 2013年4月2日(火)～6月16日(日)





ボストン美術館

日本美術の至宝

作品数：66件（98点）

見どころ：

・ボストン美術館のコレクションの中で、日本美術の
名品ばかりを集めた展覧会

・国宝級の作品の数々

・修復された曾我蕭白「雲龍図」を初公開

・尾形光琳「松島図屏風」当館初公開（名古屋では30年ぶり)



展覧会構成：

プロローグ コレクションのはじまり
第1章 仏のかたち 神のすがた
第2章 海を渡った二大絵巻

第3章 静寂と輝き－中世水墨画と初期狩野派
第4章 華ひらく近世絵画
第5章 奇才 曾我蕭白



アーネスト・フェノロサ ウィリアム・ビゲロー 岡倉天心

日本美術コレクションの形成に尽力した人々



廃仏毀釈



旧幕府大名家などからの放出品



東京加賀屋敷のフェノロサ邸内



橋本雅邦 騎龍弁天
明治19年（1886）頃

狩野芳崖 江流百里図
明治18年（1885）頃



平櫛田中 岡倉覚三像
昭和38年（1963）

五浦での釣り姿の岡倉天心

（明治40年頃）



第1章 仏のかたち 神のすがた



普賢延命菩薩像

平安時代（12世紀）



截截截截金文様の制作過程



大威徳明王像（後期）

鎌倉時代（13世紀）



第2章 海を渡った二大絵巻



平治物語絵巻 鎌倉時代（13世紀後半）

吉備大臣入唐絵巻 平安時代（12世紀後半）

第2章 海を渡った二大絵巻

吉備大臣入唐絵巻と平治物語絵巻



吉備大臣入唐絵巻



吉備大臣入唐絵巻

･全4巻からなる絵巻

第1巻 32×675㎝

第2巻 32×459㎝

第3巻 32×722㎝

第4巻 32×600㎝



吉備大臣入唐絵巻

遣唐使・吉備真備の唐での活躍を描く

成立
・平安時代末の12世紀後半

後白河院のもとで製作された絵巻の一つと考えられている。


